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春の全国交通安全運動
４月６日（日）～４月15日（火）

4月10日は、「交通事故死ゼロを目指す日」です

《交通弱者の事故防止》
ゆずり合い 心の余裕が 事故防ぐ

《子ども・高齢者の横断に備え、「かもしれない運転」を》
○ 停車中の車両の間から、小学生が横断してきた
○ 左折する乗用車の陰から、高齢者が横断してきた
○ バス停のバスの陰から、子ども・高齢者が横断してきた

《「死角」に隠れた、自転車等に備え、「かもしれない運転」を》
○ ハンドル操作の前に、確認と減速
○ 右左折時は、交差点の手前から確認
○ 「歩道」を通過する時は、「歩道の手前」で、「一時停止」

そろそろ自転車が・・・自転車のふらつきや転倒に注意
見かけたら距離を空けましょう

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

構内事故・バック事故の根絶

信号待ち車への追突
漫然運転、わき見運転に注意しましょう

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

軽乗用車が乗用車に追突
1台の車炎上、幼児含む5人がケガし搬送

◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇
◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇

◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇
２０２５／３／２１（金）

２１日午前１０時２５分ごろ、京都府で軽乗用車が乗用車に追突する事故がありました。警察などによりますと、こ
の事故で一方の車が炎上したということです。この事故で幼児や中学生を含む５人が搬送されました。

午前５時 信号や横断歩道のない国道
歩いて渡っていた男性 乗用車にはねられ死亡
◇横断歩道のない場所･･･「渡ってくるかもしれない」 かもしれない運転で、事故防止◇

◇夜間、早朝は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇
◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇夜間は、歩行者が見えづらくなるので、「ハイビーム」を活用しましょう◇

２０２５／３／２１（金）
２１日午前５時ごろ、岡山県の国道で道路を渡っていた歩行者が乗用車にはねられ、６０～７０代とみられる男性が死

亡しました。現場は片側１車線の道路で横断歩道や信号機はなく、警察が事故の原因を調べています。

午前９時 信号と横断歩道ない交差点
横断していた高齢男性が

軽乗用車にはねられ、意識不明の重体
◇自分は見えていても、相手は見えていないかも？！◇

◇だから・・・、「デイ・ライト」◇
◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇

２０２５／３／２１（金）
２０日午前８時５０分ごろ、愛知県の信号と横断歩道のない交差点で、男性（８３）が歩いて道路を横断していたと

ころ、直進してきた軽乗用車にはねられ、病院に搬送され、意識不明の重体です。


